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１．実施期間  令和２年１月６日から令和２年２月７日まで 

２．提出件数  ４通 

①提出方法  窓口提出２通、メール提出２通 

②提出者の居住別  西枇杷島地域１通、清洲地域２通、新川地域０通、春日地域１通 

３．意見総数  １２件 

 

意見の分類 パブリックコメントの内容 市の考え 

①保育園の環

境 

○本町保育園が湿式のトイレのように思われ、衛

生面からも乾式へ改修を希望します。また、玄

関マットなどの衛生面が気になります。備品や

マットなどの交換などの指針を示していただ

き、古い所には適切な交換などを市の保育園で

ある程度統一があるといいとお思います。 

○保育園施設のトイレ改修については、大

規模改修時に合わせて実施の検討をし

ていくとともに、衛生的な乾式清掃の実

施を検討していきます。備品類について

は、優先度の高いものから統一した耐用

年数をもとに順次更新をしていきます。 

②公園の環境 

○永安寺公園の手洗い場に水が溜まり不潔な状

態です。フェンスもなく、子どもが急に飛び出

したらと不安になりました。 

○廻間第二公園は遊具の老朽化が気になります。

シーソーのタイヤがつぶれています。また、ト

イレも男性用便器が外から見え物騒な感じが

あります。公園の整備も記載がありましたが、

実際に安全と衛生を重視して見回りなどもし

て欲しいと思います。 

〇排水詰まりを始め、公園内の不具合など

修繕すべきものについては、随時修繕し

ていきます。 

フェンスの代わりとして、生け垣を設置

して、飛び出し防止を図っている公園も

あります。 

〇老朽化した遊具については、古いものか

ら計画的に更新しています。 

公園の見回りについては、担当部局で行

い、防犯対策として地域の協力も得なが

ら、地域全体で健全で明るい公園となる

よう努めています。 

③育休退園の

廃止 

○慣れ親しんだ保育園を退園させられることは

子供の心に大きく影響します。毎日会っていた

大好きな先生やお友達にいきなり会えなくな

るのは可哀そうです。育休退園をするか否かは

各家庭に判断をさせるべきではないでしょう

か。 

○３歳未満児の保育園利用については希

望者が多く、就労中などの方をできるだ

け多くお預かりしたいことから、産前産

後期間後に育児休業を取得している方

には退園をお願いしております。３歳児

以上の場合は育児休業中でも利用を認

めておりますのでご理解ください。 
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④保育士の研

修 

○65．で「保育士の研修や研究の充実を図ります」

の中に、民間の保育士は含まれていないのでし

ょうか。子どもたちは公立・民間の保育園児ど

ちらもみな清須の子ども達です。中には、公立

に入れず、紹介され民間に入園している子も多

くいます。どこの保育園でも保育の質は同じよ

うに守る必要があるのではないでしょうか。ぜ

ひ公立以外の保育園保育者にも研修を同じよ

うに受けさせてください。 

○保育士の研修については、市で計画する

研修のなかで民間施設の保育士も参加

が可能な研修の情報提供を行っており、

これ以外の研修の情報提供ができるよ

う努めていきます。 

⑤保育園につ

いて 

○ゆめのもりこども園のように、それぞれの園で

も見学会を行ってほしいです。きらきら広場の

前後で見学会を行うとよいのではないかと思

います。 

計画案第５章の３３に書かれている園のプレ

体験会はとてもいいと思いますが、保育園の受

け入れ人数が少なすぎて、特に低年齢の子ども

は、園を選べる立場にないことが残念です。わ

が子は、１歳児で西枇杷島地区の保育園を希望

していましたが、入れず、清洲地区の保育園に

通う予定です。支援センターでママ友に話を聞

くと、どこにも入れなかったという人もいまし

た。再就職したいが、子どもを預けなくては働

けないし、働いていないと預けられないとい

う、切ない事情があるそうです。求職中の人の

点数でも、市内のどこかの保育園には入れるく

らいの数の保育園、こども園を開園してほしい

です。そのうえで、それぞれ園が特色を出して、

家庭の希望に沿った園に入園できるのが望ま

しいと思います。 

育休による、途中退園をなくしてほしいです。

途中退園するかもしれないと思うと、仕事への

復帰、次の子を授かろうという思いが挫かれる

ように思います。 

○公立保育園の見学については、毎月実施

している園庭開放、きらきら広場でお願

いしております。その際に園長などお声

掛けいただければご質問もお受けしま

す。 

○保育園の低年齢児の受け入れ人数につ

いては、これまで公立保育園の私立認定

こども園化や小規模保育の開設、令和３

年度には新たに私立認定子ども園の開

設を予定しており、地域の保育ニーズに

対応できるよう受け入れ人数を増やし

ていきます。希望の園への調整ができな

い場合はありますが、転園の対応で最終

的には希望の園のご利用ができるよう

努めております。 

○３歳未満児の保育園利用については希

望者が多く、就労中などの方をできるだ

け多くお預かりしたいことから、産前産

後期間後に育児休業を取得している方

には退園をお願いしております。３歳児

以上の場合は育児休業中でも利用を認

めておりますのでご理解ください。 

 

 

⑥保育園での

障がい児の受

け入れに態勢 

 

○73．で「保育所では、集団生活の中でお子さん

が自ら成長していく力を育めるように支援し

ています」という文を読み、納得し安心できま

した。しかし事業の推進施策は研修と巡回指

導、相談支援のみです。一番大事な「加配の保

育士をつけ安心して集団の中で成長していく

○公立保育園での障がい児については、ク

ラス保育での集団生活の中で支援が必

要な場面で担任以外の補助保育士が支

援をしており、加配による障がい児の受

け入れは難しい状況です。 

 児童の障がいの状態によって、母子通園
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⑥保育園での

障がい児の受

け入れに態勢 

力を育む」が抜けているのではないでしょう

か。今年度 1年間障がいのある子を受け入れ保

育してきたなかで、発達のめざましさを経験

し、感動しました。これも加配の保育者を入れ

保育できたという点が大きいです。近隣の自治

体では加配保育士をつけ障がい児保育を実施

している所も多いようです。ぜひ清須市でも実

施してください。 

 

 

施設や受け入れが可能な民間の保育・教

育施設との連携をとり、障がいをもつ児

童への保育が実施できるよう努めてま

いります。 

⑦グループヒ

アリングとワ

ークショップ

について 

○グループヒアリングで対象となっている子育

て支援団体・組織は、１つも知りませんでした。

また、ネットで検索をしても、よくわかりませ

んでした。実際には、どこかの場面でお世話に

なっている団体もあるかもしれないのですが、

どういう人達から意見を聞いたのだろうと不

思議に思いました。 

 グループヒアリングで対象となっている子育

て支援団体・組織の活動について、もっと知り

たいと思いました。 

ワークショップの開催について、支援センター

でポスターを見たような気がします。（記憶が

あいまいなので、違ったら申し訳ないです。）

予約などは必要なかったように思うので、当

日、子どもの調子が良ければ参加したいと考え

ていましたが、あいにく、子どもが熱を出して

しまい参加できませんでした。 

ワークショップは、もっとたくさんのママ・パ

パが参加するとよいと思うのですが、場所が総

合福祉センター、名称も『ワークショップ』。

参加するには少し、敷居が高いと感じます。場

所を各支援センターにし、回数も１支援センタ

ーあたり２回ほどにすれば、より多くの子育て

世代からの生の声が聴けるのではないかと思

いました。 

 

 

○グループヒアリングにご参加いただい

たのは、地域で様々な子育て支援を行っ

ていただいている団体であり、今後、活

動の内容がわかるように周知に努めて

まいります。 

○ワークショップの開催について、今回は

清洲総合福祉センターで 1 回実施をい

たしました。今後は、いただいたご意見

を参考に、より多くの方々が気軽にご参

加いただけるように場所や方法等検討

してまいります。 
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⑧キヨスマに

ついて 

○計画案に、毎月の広報とは別に、子育て世代

にむけた別の広報誌を…という文章を見まし

た。こういった考えには賛成です。しかし、紙

媒体では、紙、印刷、配布と様々なコストがか

かるように感じます。また、現在の広報のよう

に、見る人は見るけど見ない人は見ないという

状況は変わらないと思います。なので、紙媒体

ではなく、キヨスマを活用してほしいと思いま

した。 

私は、妊娠中にキヨスマをダウンロードし出産

後に何度か使いましたが、使い勝手が悪く、ア

ンインストールしてしまいました。最近の状況

は詳しく知りませんが、もっと使いやすいアプ

リにしてほしいです。 

私自身、清須市の子育て世代向けのサービスや

情報を集めるのに苦労しています。市が提供す

る公的な子育て世代向けの情報（乳幼児相談会

など、広報にのっているようなもの）と、それ

以外の団体などが提供するもの（例えば、アル

コ清洲のはぐくみやすくすく、ベビースイミン

グ、総合福祉センターで行われているリトミッ

ク教室のカノンなど）を幅広く、キヨスマで見

られたら便利だと思いました。 

キヨスマの利便性の向上を目的としたアンケ

ートやワークショップを開催したり、育児中の

ママ・パパの中で、アプリを開発に明るい人の

力を借りたりして、ぜひ、使う人の立場に立っ

た改良がされるといいと思います。 

 

○キヨスマの利便性向上について、アプリ

利用者及び保育園利用者に向けてアン

ケートを行い、その結果を踏まえて、ワ

ークショップの開催を検討しながら、実

現可能な機能改善に取り組んでまいり

ます。 

○市の他部署との連携を図り、より多角的

で有益な情報発信に努めます。また、本

市では「孫育て」の重要性にも注目して

おり、スマートフォン等の ICT 機器が

苦手な世代に向けた情報発信手段とし

て、引き続き紙媒体での情報発信も継続

してまいります。 

⑨西枇杷島子

育て支援セン

ターについて 

○西枇杷島の子育て支援センターに駐車場がな

く、不便に感じています。すぐ近くの水の交流

ステーションの駐車場を共同利用できたらい

いと思います。 

○水の交流ステーション西にある駐車場

は、水の交流ステーション、西部浄化セ

ンター緑地、テニスやフットサルの利用

者の駐車場となっており、利用者も多

く、乗り合わせて来ていただいている状

況です。申し訳ございませんが、子育て

支援センターの利用の方についてはご

遠慮いただいております。 
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⑩子育て支援

センターにつ

いて 

○土日も利用できるといいと思います。 

春日の子育て支援センターのリサイクルに何

度か参加しました。とても良い取り組みと思う

ので、是非、ほかの支援センターでも取り入れ

てほしいです。 

 初めて利用したときには、駐車場がどこにある

のか、保育園の敷地内に勝手に入っていいの

か、センターは保育園の中のどこにあるのかと

迷い、また、どんな雰囲気なのだろうかと緊張

しました。アプリのキヨスマや、冊子のキヨス

マ、子育てガイドなどで、もっと、温かみのあ

る紹介をするとよいと思います。 

（地図は省略 地図に吹き出しを入れて分かり

やすく表示する具体的提案有）  

駐車場を出たら、保育園の西側のフェンス（ち

ょっと重たいから、ぐっと横にひいて大丈夫）

を自分で開けて入るよ。 

保育園の教室の前をどんどん歩いて行って、突

きあたりの左手側に支援センターの入り口が

あるよ。 

靴を脱いで、2階へ上がって、子どもが勝手に

出ないようにしてる柵も自分で開けて入るよ。

この柵のカギを開けるのが慣れるまでちょっ

と難しいから、柵の前で『こんにちはー』って

いうと、職員さんが出てきてくれるよ。 

午前も午後も、利用時間が始まってすぐは、人

が少ないよ。職員さんとゆっくり話したいとき

や、ゆったり過ごしたいときにおすすめ。 

○土曜日につきましては、市内の児童館・

児童センターが開館しており、子育て支

援センターと同様に、乳幼児もご利用い

ただくことができます。 

○子育て支援センターの土日の利用につ

きましては、他市町村の運営状況等を見

ながら、どのように運営されているかを

調査・研究してまいります。 

○リサイクル事業につきましては、保育園

の遊戯室等を利用しており、他の支援セ

ンターでは遊戯室等の部屋を確保する

ことが困難であることから、事業スペー

スの確保も含めた検討が必要です。 

○駐車場や子育て支援センターの雰囲気

などの紹介は、いただいたご意見を参考

にして、わかりやすい・温かみのある内

容を掲載できるよう努めてまいります。 

⑪病児・病後

児保育につい

て 

○預けられる施設と人数が少なすぎると思いま

す。それぞれの地区に２つほどの施設があると

いいと思います。 

○現在、清須市では病児・病後児保育を医

療機関への委託により１か所、病後児保

育を公立保育園内に直営で 1 か所実施

しております。 

  病児保育所については、運営する医療

機関などとの調整を要することや保育

士の確保が難しくなっていることから

直ちに増設や受入れ人数の増員などの

対応は困難な状況であることから、ご意

見を参考とさせていただきます。 

 

⑫妊娠期のサ

ポートについ

て 

 

○産後の乳幼児訪問で様々な資料をもらいまし

たが、産後のバタバタとした時期にじっくり読

むことは難しく、また、新生児の不安な時期に

清須市の様々なサポート（乳幼児相談会や、母

乳相談、子育てコンシェルジュ）があることを

○現在、子育て世代包括支援センターの役

割を含む各種事業についての周知・啓発

は母子健康手帳交付時のほか、パパママ

教室や子育て世代や祖父母世代等の集

まる機会を通じて実施しています。 
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⑫妊娠期のサ

ポートについ

て 

知っていたらよかったと思いました。実際、言

葉としては知っていたかもしれませんが、どう

いったものなのかを理解できていませんでし

た。なので、母子手帳を渡すタイミングとは別

の産前に、パパママ教室などで、そういった情

報を教えてあげられるとよいと思います。ま

た、パパママ教室は、平日開催や開催頻度が少

ないので、参加できない人も多いと思います。

私自身、産休に入ってからは、時間がたくさん

あった上に、いよいよ出産となり、不安に思う

ことも多かったので、役場などで、パパママ教

室よりも頻度を多くしてママ教室を開いたり、

キヨスマで沐浴などの動画なども見られるよ

うにしたりするとよいと思います。 

子育て支援センターは妊婦も利用していいこ

とになっていますが、子連れ以外の妊婦を見た

ことがありません。私は今では、子育て支援セ

ンターをたくさん利用していますが、最初は行

くのに勇気が必要でした。なかなか第一歩が踏

み出せず、１歳を過ぎてから利用を始めたとい

うママ友もいて、もったいないと思いました。

なので、パパママ教室の開催場所を支援センタ

ーにしたり、妊娠期にも参加できる講座を開い

たりするといいと思います。（例えば、マタニ

ティでも参加できるヨガ、手縫いのスタイ作り

やマタニティマークのロゼッタ作り、抱っこ紐

の使い方や使い比べなど。）また、こういった

講座の講師は、支援センターを利用しているマ

マやパパにお願いしても面白いと思います。私

は手芸が得意なので、自分の子どもを支援セン

ターの先生たちにも目を配ってもらいながら、

妊娠中のプレママと一緒にスタイを作ったり、

先輩ママとしての経験を話せたりしたら、社会

の役に立っている気がしてすごくうれしい気

持ちになると思います。また、妊娠中に支援セ

ンターを利用したことがあれば、駐車場の場所

や、部屋への入り方もわかるので、子どもが生

まれてからもすぐに利用ができるのではない

かと思います。 

○市で実施するパパママ教室は、参加者の

交流会や妊娠・出産の講義を、３回コー

スを１クールとして、平日、土曜日に開

催しています。教室開催日にご都合のわ

るい方については、事前にご連絡をして

いただいた上で、子育て世代包括支援セ

ンターで対応をしています。 

 今後、さらに皆さまのご意見を参考に

し、充実した母子保健事業となるよう努

めてまいります。 

  

○生涯学習課で行っている「清須市生涯学

習人材バンク」は、専門知識や技能を持

っている人材を発掘し、ご登録いただ

き、講師や指導者を探している団体等に

紹介をするものです。 

このような「清須市生涯学習人材バン

ク」などの活用も踏まえ、現場保育士と

協議を行い、妊娠期にも参加できる子育

て講座の開催を検討してまいります。 
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